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術後肺転移の自然消失を認めた腎細胞癌の1例
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A CASE OF SPONTANEOUS DISAPPEARANCE OF 

 PULMONARY METASTASIS OF RENAL CELL 

  CARCINOMA FOLLOWING NEPHRECTOMY
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   Hideari Ihara, Masaaki Arima, Yoshinori  Mori 

             and Fumihiko Ikoma 

   From the Department of Urology, Hyogo College of Medicine

   A 76-year-old man was admitted to our hospital on October 3, 1988 complaining of 

general fatigue and left flank pain. A large movable mass was palpable in his left flank. In-
travenous pyelography and computerized tomography confirmed left renal tumor. Chest X-rays 
showed a coin lesion in the left lung. Left nephrectomy was performed on October 14, 1988. 
Histopathological diagnosis was adenocarcinoma of clear cell type. Chest X-rays, on the post-
operative eleventh day, showed disappearance of the pulmonary coin lesion which was seen pre-
operatively. Recurrence of pulmonary metastasis has not been seen for 14 months after operation. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 36: 1443-1446, 1990) 
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緒 言

癌の自然退縮はきわめて稀であるが,わ れわれは,

肺転移巣が術後に退縮した腎細胞癌の1例 を経験した

ので報告し,若 干の文献的考察を加えた.

症 鰯伊

症例:76歳,男 性,会 社役員

初診:1988年9月10日

主訴:全 身倦怠感,左 側腹部痛

既往歴=26歳,胸 骨 。肋骨カリエス

70歳,S状 結腸癌

家族歴;特 記すべきことなし

現病歴=1981年 に一過性の無症候性肉眼的血尿に気

付いたが放置.1984年 か らときどき左側腹部の鈍痛と

圧迫感を自覚していたが放置.1988年7月 頃から全身

倦怠感と左側腹部痛が徐々に増強してきたため,9月

に近医を受診し,IVP・CTを 行 ったところ,左 腎

腫瘍を疑われた.9月10日 に当科を初診 し,10月3日

に入院した。

入 院時 現症:身 長164cm,体 重68kg,体 温363

。C
,血 圧140/68mmHg.栄 養状 態 は 良好.前 胸 部 に

6×4cmと3×3cmの 隆 起性 皮 膚病 変 を 認 め,左 季

肋部 に は可 動性 のあ る腫 瘤 を触 知 した が圧 痛 は なか っ

た.表 在性 リンパ節 は触 知 しなか った.

入 院 時検 査 成 績:血 液 一般 検 査;異 常 な し,ESR

38mm/hr.血 液 生化 学 検査;α1-globulin4.7%,α2-

globulin11.4%,CRP2.2mg/dl,LDH317U,AIP

2・42BLU,BuNl3・lmg/dl,creatinine1.08mg/dl,

丘brinogen356mg/dl,CEA2.Ong/dl,AFP<3

ng/m1,ferritin72ng/dl尿 沈 渣;RBC2～3/数 視野,

wBcl～2/数 視 野,扁 平 上 皮1～2/数 視 野.99mTc-

MDP骨 シ ンチ グ ラ フ ィー;異 常 集積 像 な し.

X線 学 的 検査=KUBで は 左腎 部 に石 灰 化 を認 め,

IVPで は 左腎孟 の変 形 ・圧 排 像 を認 め た.腹 部CT

で は 左腎 中央 部 に 大 き な腫瘍 を認 め,内 部 に は一 部 に

石 灰化 を 認 めた.腎 周 囲 脂肪 組 織 はや や 不 鮮 明化 して

い たが,Gerota筋 膜 の肥 厚 は な く腎静 脈 腫瘍 血栓 や

リンパ節 の腫 大 は な か った.ま た 右 腎 や肝 な どには 異

常 は なか った(Fig.1).腹 部 大 動脈 造 影 で は,動 脈 相
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に お いて は 左腎 にhypervascularityを 認 め,腫 瘍 は

左 下 副腎 動 脈 と被 膜動 脈 か ら もbloodsupplyを うけ

て い た,ネ フ ログラ ム相 では8×9cmのtumorstain
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Fig.LAbdominalCTscanshowsmasswith

calcificationandnecrosisintheleft

kidney.
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Fig.2A. PreoperativechestX・raysshowsacoin

且esionintheleftlungwhichseemsto

beametastasisarisingfromleftrenal

tumor.

2B.PostoperativechestX-raysshowsspon-

taneousregressionofthepulmonary

metastasis.
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Fig.3.Grossappearanceofthechestwallshows

skintumorwhichwasdiagnosedas

super血cialbasa且cellcarcinoma・

を認 めた.ま た下大静脈 ・左腎静脈造影では腫瘍

血栓はなかった,胸 部断層撮影では,背 面7～12cm

の左葉上舌区S4に2×2cmの 孤立性の円形腫瘤陰

影を認め(Fig.2A),腎 腫瘍の肺転移と考えられた.

前胸部に隆起性皮膚病変を認め,本 学皮膚科を受診し

表在性基底細胞癌と診断された(Fig.3).

以上の検査 結果から,左 腎細胞癌Robsonstage

IVB,TNM分 類T3NOMIお よび前胸部の表在性

基底細胞癌と診断し,10月11日 に左腎動脈塞栓術を行

い3日 後に手術を行った.高 齢であることや肺転移の

あることなどから経腰的に後腹膜腔に到達した.最 初

に腎動静脈を結紮 ・切断し,周 囲脂肪組織をつけたま

ま剥離 し左腎を摘除した.リ ンパ節の腫大はなかった

ため郭清は行わなかった.ま た腎摘除術後に皮膚腫瘍

摘除術を行った.摘 除腎は周囲脂肪組織を含め915g

で,腎 はほとんど腫瘍で占拠されていた.病 理組織学

的には腺癌で,細 胞型は淡明細胞亜型,gradelで あ

った.術 後11日 目の胸部断層撮影では,術 前にあった

左肺の孤立性腫瘤陰影はみられず(Fig.2B),転 移巣

の自然消失と考えられた.自 然消失後に,再 発予防の

目的でinterferon一 α とtegafurを 投与 して経過を観

察しているが14ヵ 月間再発を認めていない.

考 察

腎腫瘍にみられた転移巣の自然退縮症例は1928年 に

BumpusDが 第1例 目を報告して以来,欧 米では1976

年にFreedら2)が51例,1980年 にFairlambら3)が

67例 を集計しているが,そ の後も報告例4-8)が 続 き現

在までに83例 が報告されている.83例 における退縮の

時期 ・診断根拠 ・転移部位をTablelに 示 した.退

縮の時期は腎摘除術後が55例66%と 最 も多かったが,

中には原発巣に対する放射線治療後や無治療でも退縮

した例があった.転 移巣と病理組織学的に診断された
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症例は27例33%に す ぎず48例58%は レ線診断であっ

た.退 縮した転移部位は肺が75例90%と 最 も多く,骨

ポ肝転移が退縮した例もあった.
オし ミ

本 邦 にお い ては,転 移 巣 の 自然 退 縮 の定 義 を腎 摘 除

術 の他に 化 学療 法 や ホ ル モ ン療 法 な どの治 療 をせ ず に

転移 巣が 退 縮 した ものに 限 定す れ ば,1983年 に 里 見9)

絵 ナ ン ケー ト調査 で5例 と報 告 してい る が,わ れ わ れ

の調 ぺ えた 限 りでは 宮川 ら㈹ が 報告 して 以来,自 験 例

を加 えて もわ ずか に6例11一14)の 報告 を み るのみ で あ

る(Table2).こ の6例 の ほか に も転 移 巣 が退 縮 した

との報告15-「s)が あ るが,そ の治療 内 容 か ら自然 退縮

とは考 え に くい症 例 で今 回 は除 外 した.全 例 と も男性

で転 移 巣 は肺 で,単 発 が3例,多 発 が3例 であ った.

腎腫 瘍 の組 織 学 的細 胞 型 は淡 明細 胞亜 型 が5例 と最 も

多 く,混 合 亜 型 は1例 の み であ った.転 移 巣は 全 例 と

も レ線 検査 に よ って診 断 され,自 験 退 縮 す る前 に病 理

組織 学 的 に転 移 と診 断 され た症 例 は なか った.退 縮 は

消失 が4例,縮 小 が2例 で あ った.退 縮 まで の期 間 は

自験例 のll日 が 最 も短 く,最 長 は8年 であ った.

DeKernionら19)は 腎 腫 瘍 の 自 然 退縮 は原 発 巣 で

0.4%,転 移 巣 でO.8%で あ る と報 告 して い るが,実 際

に この よ うな症 例 に遭 遇 す る こ とは きわ め て稀 であ る.

また,退 縮 の 機序 につ い て,Freedら2)は1)fever

2)infection3)hormonalinfluences4)operative

traurna5)eliminationQfacarcinogen6)impaired

bloodsupplytothetumor7)immunologic

responsesな どを 挙 げて い るが 実 際 には 不 明 で あ る.

自験 例 はS状 結 腸癌 と皮膚 癌 に 合 併 し,術 直後 に 肺 転

移 巣 が 自然 消 失 した きわ め て稀 な症 例 で あ るが,大 き

な腫 瘍 に よ り産生 され て いた 免 疫抑 制 物 質 が腎 摘 除術

に よって低 下 し,免 疫 系 が活 性 化 され 転 移 巣の 消 失 を

きた した ので は な いか と推測 して い る。

胸 部 レ線 で 異常 陰 影 をみ る疾患 と して 腫瘍 病 変 以外

に,1)fungalinfection2)rnycobacterialinfec-

tion3)sarcoidosls4)Wegener'sgranulomatosis
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5)rhcumatoidarthritis6)vasculitidesな どがある

が,自 験例では上記に挙げた疾患とは考えにくく腫瘍

性病変と考えられた,内 科で原発性肺癌の可能性もあ

るとの指摘をうけ,術 後に精査を予定していた.し か

し,術 後早期に肺陰影が消失したため,腎 細胞癌の肺

転移の自然消失と考えられた.な おS状 結腸癌と皮膚

癌の転移の可能性もあったが,S状 結腸癌については

TableL転 移 巣自然退縮の欧米における報告例

症例数%

性 別

男

女

年 齢

～29

30～39

40-49

50-・59

60-69

70一

不 明

退縮の時期

Nx後 に転移巣出現,そ の後に退縮

Nx前 に転移巣が退縮

Nx後 に転移巣が退縮

原発巣に放射線療法後,転 移巣が退縮

無治療で転移巣が退縮

不 明

診断根拠

病理組織学 的に転移巣 と診断

レ線診断にて転移巣 と診断

不 明

転移部位

肺

骨

肝

腸

皮 膚

大 腿
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1

1

7
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2
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0

0
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1
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2

1

0

6
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4

0

1
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1
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3
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0

1

0
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1

1

1
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計 83100

Table2・ 腎細胞癌の転移巣自然退縮の本邦報告例

症例 報告者 腎摘 診断組織学的細胞型 転移巣年度 年齢 性別 左右 退縮
根拠除術 揚縮ま瑠 予後 生存期間

1宮 川 ら

2#1鶴 田 ら

3中 野 ら

4吉 野 ら

5#2山 下 ら

6自 験例

1963

1983

1984

1988

1989

1989

4

0
ゾ

7

ρ0

1

ρ0

の0

ρ0

5

5

ハ◎

7

男

男

男

男

男

男

右

右

右

右

左

左

有

無

有

有

有

有

淡明細胞亜型

混合亜型

淡明細胞亜型

淡明細胞亜型

淡明細胞亜型

淡明細胞亜型

肺多発

肺多発

肺多発

肺単発

肺単発

肺単発

レ線 消失1年6カ 月

レ線 縮小1年2カ 月

レ線 消失8年

レ線 消失17日

レ線 縮小2カ 月

レ線 消失11日

存

死

存

存

死

存

生

癌

生

生

癌

生

1年6カ 月+

3年7カ 月

8年+

1年8カ 月+

4年4カ 月

1年2カ 月+

#1:無 治療(腎 摘除術 な し)で1年2カ 月後に転移巣の縮小 を認めた.2年1カ 月後には転移巣 は増大 しはじめ,3年7カ

月後 に癌死 した.#2:腎 摘除術2カ 月後 に転移巣 の縮小 を認めた.9カ 月後に新たな肺転移巣が出現 し,4年4カ 月後に癌

死 した.
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時期的にみて,ま た皮膚癌については病期的にみて,

それらからの転移は否定的であった,

結 語

S状 結腸癌 と皮膚癌に合併し,術 後早期に肺転移巣

が自然消失したきわめて稀 と思われる腎細胞癌の1例

を若干の文献的考察を加え報告した.

本論文 の要 旨は第127回 日本泌尿器科学会関西地 方会にお

いて発 表 した.
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